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認知症患者の食欲低下に人参養栄湯が
有用であった4症例

たかはしメンタルクリニック（広島県）　高橋 輝道

Keywords

食欲不振は認知症患者においても多くみられる症状であり、低栄養につながることから早期に対応するこ

とが必要である。そこで、食欲不振を有する認知症患者4症例に対して人参養栄湯の効果を検討したところ、

いずれの症例も服用1ヵ月後には食欲不振の改善が認められた。人参養栄湯は、食欲不振に対する作用のほかに、

抗不安作用、抗うつ作用など中枢神経系への作用を有する生薬も配合されている。今回、食欲不振を有する

認知症患者に対する人参養栄湯の効果を経験した。

人参養栄湯、食欲不振、認知症

緒　言

高齢者の食欲不振は、必要なエネルギー量が摂取できな

くなり、体力ならびに意欲の低下が起こり、さらに食欲が

低下するという悪循環に陥りやすい。食欲不振の結果低栄

養状態になると、ADLや免疫力の低下、生命予後に関係

してくるため、低栄養を防ぐためには体重や普段の食事量

について気を付ける必要がある。

急増している認知症患者でも食欲不振は多くみられる症

状であり、当院でも食欲がないという相談を介護者から受

けている。今回は食欲低下が認められた認知症患者に人参

養栄湯を使用し効果が確認できた4症例を報告する。

症例 1　75歳、女性

X−1年脳梗塞発症後より意欲低下、記憶障害が出現。 

食欲も感じにくくなり家事に時間がかかるようになった。

X年10月脳外科にて頭部CT検査など施行されドネペジル

塩酸塩（以下、ドネペジル）、スルピリド開始となる。

12月意欲低下が改善しないため精神科受診を勧められ、

当院受診。改訂長谷川式簡易知能評価スケール（以下

HDSR）19点。血液検査にて高プロラクチン血症（プロラ

クチン値 122ng/mL）を認めた。抑うつ症状を認め、特に

食欲不振の辛さを訴える。また、記憶障害については過去

の事はよく覚えているが最近の事を忘れることが増えた。

高プロラクチン血症はスルピリドの影響があると考え漸

減中止し、人参養栄湯 7.5g（分2）を開始した。X＋1年 

1月食欲が出てきたと家族からの評価があった。2月自覚

的にも食べられるから少し楽になったと発言が見られる

ようになった。4月体重は1kg増加、プロラクチン値は

122→3.3ng/mLに低下したため、人参養栄湯は投与中止

した。

症例 2　81歳、女性

X−1年頃から認知機能低下を認め、2度のバイク事故を

機に運転免許を返納した。12月に腸炎で入院した際にせ

ん妄状態となった。退院後はデイサービス通所していた。

X年6月人物誤認が目立つようになり当院受診。HDSR 

22点、記銘力低下と不潔行為、不眠を認めた。ドネペジ

ルを開始し比較的落ち着いて過ごせるようになった。 

11月倦怠感、食欲不振の訴えがあり、人参養栄湯 7.5g（分

2）開始。12月には食欲が出てきているとの報告があり、

次第に倦怠感も改善。X＋1年1月で投与終了し、引き続き

状態は概ね落ち着いている。

症例 3　89歳、女性

X−1年もの忘れが目立つようになり近医からドネペジ

ルを処方されていた。X−1年11月長男が急逝後買うべき

ものを買い忘れたり、鞄を置き忘れたりすることがあった。

X年3月認知機能低下も目立つようになったため当院受

診。HDSR 11点、ドネペジルは投与継続した。認知機能

低下は徐々に進行しているが、介護サービスを利用し何と

か在宅で対応できる程度であった。X＋3年9月デイサービ

スを行くのを渋るようになった。家族から食欲低下も目

立ってきているとの報告もあり、人参養栄湯 3.75g（分1）

を開始した。1ヵ月後頃から食欲が徐々に出て来ており、
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体重も2kg増えている。行くのを渋っていたデイサービス

も行くようになっている。人参養栄湯は現在も継続中である。

症例 4　91歳、女性

X年に入った頃から認知機能低下を認めるようになりデ

イサービスなど利用し始めた。次第に感情の制御が困難と

なり、被害者発言が目立つようになった。

X年11月家族に対して怒ることが増え、デイサービスで

のトラブルも見られるため当院受診。失見当識、易怒性亢

進、もの盗られ妄想など認めたため抑肝散加陳皮半夏

3.75g（分1）投与開始し、家族、施設職員に対応について

助言を行った。2ヵ月後比較的効果が見られ、易怒性亢進

は改善しデイサービスでの問題行動も減ってきた。一方、

X＋2年2月食欲低下、体重減少を認めたため、人参養栄湯 

3.75g（分1）を開始した。3月受診時食欲が出てきたため

少し活発になったようだが、被害妄想や問題行動はないと

のことであった。人参養栄湯、抑肝散加陳皮半夏は現在も

継続中である。

考　察

認知症患者では81.4%に何かしらの食行動異常がみら

れ、食欲の低下や亢進、食の好みの変化、嚥下障害など患

者によって症状は様々である1）。食行動異常は介護者のス

トレスにつながり、さらに食欲低下は低栄養につながるた

め早期に対応が必要と考えられる。認知症に限らず食欲不

振がある患者にスルピリドを処方する例が見られる。しか

しながら、高齢者の安全な薬物療法ガイドライン20152）

において、特に慎重な投与を要する薬物のリストに挙げら

れているため可能な限り使用を控える、と記載されてお

り、使用し辛いケースがある。漢方薬には食欲不振の効能

を持つものがいくつかあり、代表的なものとして補剤（六

君子湯、人参養栄湯など）があるが、当院に紹介される前

（主に内科）に六君子湯を服用しているケースが多い印象

がある。そのため、食欲不振に対して漢方を選択する際、

なるべく前医で処方していない漢方薬を選択している。

今回食欲不振を訴えた認知症患者に人参養栄湯を使用し

たところ、4症例とも1ヵ月後には自他覚的に改善が認め

られた。食欲不振への作用については、ドパミンD2受容

体を介した作用3）やグレリン応答性・不応答性のNPY

ニューロンを活性化する報告がある4）。構成生薬の陳皮に

グレリン分泌促進作用5）の報告もあり、これらの作用が食

欲改善に寄与したと考えられる。アルツハイマー型認知症

患者においてリバスチグミンがグレリン比を上げるとい

う報告がある6）が、人参養栄湯はヒトでのグレリンについ

て検討した報告はまだない。グレリンは食欲増進だけでな

く、神経保護、認知機能維持などの役割もある重要なホル

モンであるため、今後明らかになることが期待される。 

さらに、遠志は抗うつ作用7）、二重盲検法による検討におい

て成人および高齢者の認知機能を改善する作用も報告さ

れている8）。他に人参には抗不安作用9）、陳皮には抗不安作

用10）、白朮には抗うつ作用11）も報告されている。また、人参

養栄湯としてはアパシー様モデルマウスのアパシー症状

の改善3）、抗うつ作用12）が報告されていることから、中枢神

経系への作用も期待できる。症例3では行くのを渋ってい

たデイサービスに行くようになったことから、意欲の改善

も人参養栄湯による効果の可能性がある。症例4では先に

易怒性亢進改善目的で抑肝散加陳皮半夏を服薬していた

が、食欲低下が認められたため人参養栄湯を追加している。

抑肝散加陳皮半夏は抑制系、人参養栄湯は賦活系の作用を

持つと考えられるが、併用しても易怒性は悪化せず、現在

も状態が落ち着いているため併用を継続している。

今回の4症例のうち2症例は患者状態により食欲不振の

改善が認められた時点で人参養栄湯は廃薬としたが、継続

している2症例については食欲不振以外の症状の経過もさ

らにみていきたい。
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